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上段左：特養の浴室に後からつけたリフト（明電興産）
下段中央：特養の居室に後からつけたリフト

上段中央と右：身障者施設浴室
下段右と左：身障者施設居室と廊下
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SS-DT-SBEfEo/=2E *1  |HD 100.0%| 50.0%| 100.0% | 100.0%| 100.0%| 100.0%| 93.8%| 54.5%| 50.0%| 92.9%| 0.0%] 90.7%
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EARIDBEOBFETDHSS  |#EHLAL 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0%| 100.0%| 23.1% - 4.4%
DT *2
SS-DT-SBDF| & BOOEORIBREH 80.0%| 60.0%| 81.0%| 84.2%| 88.2%| 100.0%| 80.0%| 83.3%| 100.0%| 100.0% - 85.4%
*2 TTDR2MENE L 16.0%| 80.0%| 23.8%| 10.5%| 23.5%| 40.0%| 13.3%| 16.7%| 100.0%| 53.8%| - 26.3%
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L PN 24.0%| 65.0%| 19.0% 0.0% 5.9% 0.0%| 31.3%| 25.0%| 71.4%| 41.2%| 50.0%| 27.1%

*1:RIBT WA AT 58S
*2:5S-DT:SBE{EFE-TLBAICHTZEE

201 VFOMECEML, FHRHBELCADH
SS:RSAT 4T —h DT: ¥ Uh=)b SB: RSA T4 FHR—F [TDT

BB DEAN, BEFH~NDOEBCITENOZIE O DL T UV

(FRENARTEH,2011)




ReadMe

		

				2回目の調査対象者で カイメチョウサタイショウシャ

						2011年の調査に参加し、所属が同じ人のみ ネンチョウササンカショゾクオナヒト

				2回目の調査対象者全員については カイメチョウサタイショウシャゼンイン

						SPSS_CD2_病棟別器具使用_120924.xls ビョウトウベツキグシヨウ

						にまとめている

				120925a		PPT用に必要なところだけ抜き出した ヨウヒツヨウヌダ





まとめ

		

								看護師の労働と健康に関する質問紙調査（2012年8月） カンゴシロウドウケンコウカンシツモンシチョウサネンガツ																												2012.9.25

										千鳥橋病院　2回目 (人数） チドリバシビョウインカイメニンズウ												2011年の調査に参加し、所属が同じ人のみ ネンチョウササンカショゾクオナヒト

										SS：スライディングシート　DT：ダントール　SB：スライディングボード　について

						病棟 ビョウトウ										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・		紹介外来・		透析室		内視鏡				全体 ゼンタイ

																																中材 ナカザイ		救急センタ キュウキュウ

						人数 ニンズウ										25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		0				181

						所属病棟に、SS・ ショゾクビョウトウ						いる				25		10		21		19		17		15		16		11		2		14		1		0				151

						DT・SBを使える ツカ						いない				0		10		0		0		0		0		0		5		5		3		7		0				30

						患者さんがいるか カンジャ

						使える患者さんに ツカカンジャ						ある				25		5		21		19		17		15		15		6		1		13		0		0				137

						SS・DT・SBを使っ ツカ						ない				0		5		0		0		0		0		1		5		1		1		1		0				14

						たことがあるか　*1

						ベッド上の移動・ ウエイドウ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0		0		1		11		2		7		1		0		0		1		0		0				23

						体位変換でのSS タイイヘンカン						時々使用 トキドキシヨウ				10		1		5		7		10		8		6		0		0		7		0		0				54

						　*2						たまに使用 シヨウ				7		0		5		1		5		0		7		1		0		0		0		0				26

												使用しない シヨウ				8		4		10		0		0		0		1		5		1		5		0		0				34

						ベッド上のおむつ ウエ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0		0		1		9		2		7		0		0		0		0		0		0				19

						交換でのSS コウカン						時々使用 トキドキシヨウ				1		0		1		5		9		6		3		0		0		1		0		0				26

						　*2						たまに使用 シヨウ				5		0		1		2		4		1		5		0		0		1		0		0				19

												使用しない シヨウ				19		5		18		3		2		1		7		6		1		11		0		0				73

						ベッド⇔ストレッ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				14		2		11		17		3		8		5		0		0		3		0		0				63

						チャーなど、臥位 ガクライ						時々使用 トキドキシヨウ				6		3		5		2		10		6		5		0		0		6		0		0				43

						の患者の移乗で カンジャイジョウ						たまに使用 シヨウ				4		0		5		0		4		1		4		6		0		1		0		0				25

						のSS・DT　*2						使用しない シヨウ				1		0		0		0		0		0		1		0		1		3		0		0				6

						ベッド⇔車いす クルマ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0		0		1		0		1		2		1		0		0		0		0		0				5

						などへの移乗 イジョウ						時々使用 トキドキシヨウ				3		0		2		0		3		4		2		0		0		1		0		0				15

						でのSB						たまに使用 シヨウ				4		0		3		3		2		8		3		0		0		1		0		0				24

						　*2						使用しない シヨウ				18		5		15		16		11		1		9		6		1		11		0		0				93

						他 ホカ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0				3

						　*2						時々使用 トキドキシヨウ				0		0		1		0		0		0		0		0		0		2		0		0				3

												たまに使用 シヨウ				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0

												使用しない シヨウ				2		1		1		0		0		0		0		0		1		0		0		0				5

						SS・DT・SB				自分の腰の負担軽減 ジブンコシフタンケイゲン						20		3		17		16		15		15		12		5		1		13		0		0				117

						の利点 リテン				ケアにゆとりができる						5		0		3		1		0		4		1		0		0		1		0		0				15

						　*2				ケアの安全性が向上 アンゼンセイコウジョウ						4		4		5		2		4		6		2		1		1		7		0		0				36

										患者が楽そう カンジャラク						10		1		11		5		7		4		6		2		0		5		0		0				51

										患者の身体機能維持 カンジャシンタイキノウイジ						3		0		0		0		0		2		0		0		0		1		0		0				6

										作業人員を減らせる サギョウジンインヘ						13		0		14		15		4		8		9		2		1		10		0		0				76

										作業時間短縮 サギョウジカンタンシュク						7		0		8		2		0		2		3		2		0		6		0		0				30

										その他 ホカ						0		0		1		0		0		0		1		1		0		0		0		0				3

						SSの欠点 ケッテン				手間・時間がかかる テマジカン						14		1		8		13		16		11		6		3		0		4		0		0				76

						　*2				使い方が難しい ツカカタムズカ						0		0		2		0		1		0		5		1		0		1		0		0				10

										音がうるさい オト						9		0		7		8		7		9		5		3		0		0		0		0				48

										前屈・中腰作業増えた ゼンクツチュウゴシサギョウフ						3		0		0		0		2		1		1		0		0		1		0		0				8

										患者の同意得られず カンジャドウイエ						1		0		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0				3

										患者に危険の恐れ カンジャキケンオソ						3		0		5		2		2		3		2		2		0		3		0		0				22

										感染上の問題 カンセンジョウモンダイ						8		1		2		1		5		3		5		1		0		0		0		0				26

										その他 ホカ																												0				0

												人手がいる ヒトデ				0		0		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0				2

												腰に負担 コシフタン				0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0				1

												使いづらい ツカ				0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0				1

												引く時に服が乱れる ヒトキフクミダ				1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1

						DTの欠点 ケッテン				手間・時間がかかる テマジカン						3		0		4		4		2		4		0		1		0		0		0		0				18

						　*2				使い方が難しい ツカカタムズカ						1		0		1		0		1		1		1		1		0		0		0		0				6

										音がうるさい オト						0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1

										前屈・中腰作業増えた ゼンクツチュウゴシサギョウフ						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0

										患者の同意得られず カンジャドウイエ						1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2

										患者に危険の恐れ カンジャキケンオソ						0		0		4		1		0		0		1		1		0		0		0		0				7

										感染上の問題 カンセンジョウモンダイ						3		0		1		2		2		1		0		1		0		0		0		0				10

										その他 ホカ

												人手がいる ヒトデ				0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1

						*1：前問で”いる”場合のみ マエトイバアイ

						*2：SS・DT・SBを使っている場合のみ ツカバアイ

						病棟 ビョウトウ										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・		紹介外来・		透析室		内視鏡

																																中材		救急センタ

						人数 ニンズウ										25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		0				181

						SBの欠点 ケッテン				手間・時間がかかる テマジカン						8		0		7		5		11		7		4		1		0		0		0		0				43

						　*2				使い方が難しい ツカカタムズカ						4		0		2		3		1		2		1		1		0		0		0		0				14

										音がうるさい オト						0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2

										前屈・中腰作業増えた ゼンクツチュウゴシサギョウフ						0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0				2

										患者の同意得られず カンジャドウイエ						1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0				2

										患者に危険の恐れ カンジャキケンオソ						3		0		4		4		2		0		1		0		0		0		0		0				14

										感染上の問題 カンセンジョウモンダイ						4		0		2		2		3		1		1		1		0		0		0		0				14

										その他 ホカ

												人手がいる ヒトデ				0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1

												使いづらい ツカ				0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0				1

						今後も継続使用 コンゴケイゾクシヨウ						SS				20		5		20		18		12		15		12		3		1		11		0		0				117

						を希望するもの キボウ						DT				6		0		4		7		2		6		2		0		0		1		0		0				28

						（複数回答可）　*2 フクスウカイトウカ						SB				10		0		8		12		7		12		9		0		0		1		0		0				59

						SS・DT・SB				所属病棟にない ショゾクビョウトウ						0		5		0		0		0		0		0		4		1		1		1		0				12

						を使用しない シヨウ				時間がない ジカン						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0

						理由 リユウ				使い方がわからない ツカカタ						0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0				3

						　*3				場所が狭くて使えず バショセマツカ						0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0				2

										患者の同意得られず カンジャドウイエ						0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0

										職場の雰囲気 ショクバフンイキ						0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1

										その他 ホカ				*4		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0				1

						リフトの導入 ドウニュウ				導入を希望 ドウニュウキボウ						10		7		9		8		5		9		9		5		3		5		4		0				74

						について				導入不要 ドウニュウフヨウ						0		0		2		0		1		0		1		2		0		1		1		0				8

										必要かわからない ヒツヨウ						15		13		10		11		11		6		6		8		4		11		3		0				98

						腰痛予防の ヨウツウヨボウ				意識がかわった イシキ						10		1		6		14		7		12		5		3		0		7		0		0				65

						取り組みの トク				行動がかわった コウドウ						6		0		5		8		5		9		4		2		0		4		1		0				44

						効果・影響 コウカエイキョウ				あまり効果・影響ない コウカエイキョウ						7		9		7		2		5		1		4		8		2		2		3		0				50

						について				効果・影響は不明 コウカエイキョウフメイ						6		13		4		0		1		0		5		4		5		7		4		0				49

										その他 ホカ				*5		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0				2

						*2：SS・DT・SBを使っている場合のみ ツカバアイ

						*3：SS・DT・SBを使える患者がいるが使っていない場合のみ ツカカンジャツカバアイ

						*4：夜間薄暗くて使うのが面倒だった ヤカンウスグラツカメンドウ

						*5：意識は変わったが使用不十分のため効果は今ひとつ

								ICUの事も考えて対策を上げてほしい。ICUのコード・ルート類、ドレーン類など入れてます。

								看護師の労働と健康に関する質問紙調査（2012年8月） カンゴシロウドウケンコウカンシツモンシチョウサネンガツ																												2012.9.25														看護師の労働と健康に関する質問紙調査（Ａ病院　2回目　2012年8月） カンゴシロウドウケンコウカンシツモンシチョウサビョウインカイメネンガツ

										千鳥橋病院　2回目 (％） チドリバシビョウインカイメ												2011年の調査に参加し、所属が同じ人のみ ネンチョウササンカショゾクオナヒト

										SS：スライディングシート　DT：ダントール　SB：スライディングボード　について

						病棟 ビョウトウ										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・		紹介外来・		透析室		内視鏡				全体						病棟 ビョウトウ										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・		紹介外来・		透析室		全体

																																中材		救急センタ																																								中材		救急センタ

						人数 ニンズウ										25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		0				181						人数 ニンズウ										25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

						所属病棟に、SS・ ショゾクビョウトウ						いる				100.0%		50.0%		100.0%		100.0%		100.0%		100.0%		100.0%		68.8%		28.6%		82.4%		12.5%		-				83.4%						SS・DT・SBを使える患者さん						いる				100.0%		50.0%		100.0%		100.0%		100.0%		100.0%		100.0%		68.8%		28.6%		82.4%		12.5%		83.4%

						DT・SBを使える ツカ						いない				0.0%		50.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		31.3%		71.4%		17.6%		87.5%		-				16.6%						SS・DT・SBを使ったこと　*1						ある				100.0%		50.0%		100.0%		100.0%		100.0%		100.0%		93.8%		54.5%		50.0%		92.9%		0.0%		90.7%

						患者さんがいるか カンジャ																																										ベッド上の移動・体位変換						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0.0%		0.0%		4.8%		57.9%		11.8%		46.7%		6.7%		0.0%		0.0%		7.7%		-		16.8%

						使える患者さんに ツカカンジャ						ある				100.0%		50.0%		100.0%		100.0%		100.0%		100.0%		93.8%		54.5%		50.0%		92.9%		0.0%		-				90.7%						でのSS *2						使用しない シヨウ				32.0%		80.0%		47.6%		0.0%		0.0%		0.0%		6.7%		83.3%		100.0%		38.5%		-		24.8%

						SS・DT・SBを使っ ツカ						ない				0.0%		50.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		6.3%		45.5%		50.0%		7.1%		100.0%		-				9.3%						ベッド上のおむつ交換での ウエ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0.0%		0.0%		4.8%		47.4%		11.8%		46.7%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		13.9%

						たことがあるか　*1																																										SS  *2						使用しない シヨウ				76.0%		100.0%		85.7%		15.8%		11.8%		6.7%		46.7%		100.0%		100.0%		84.6%		-		53.3%

						ベッド上の移動・ ウエイドウ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0.0%		0.0%		4.8%		57.9%		11.8%		46.7%		6.7%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				16.8%						ベッド⇔ストレッチャーなど						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				56.0%		40.0%		52.4%		89.5%		17.6%		53.3%		33.3%		0.0%		0.0%		23.1%		-		46.0%

						体位変換でのSS タイイヘンカン						時々使用 トキドキシヨウ				40.0%		20.0%		23.8%		36.8%		58.8%		53.3%		40.0%		0.0%		0.0%		53.8%		-		-				39.4%						臥位の患者の移乗でのSS ガクライカンジャイジョウ						使用しない シヨウ				4.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		6.7%		0.0%		100.0%		23.1%		-		4.4%

						　*2						たまに使用 シヨウ				28.0%		0.0%		23.8%		5.3%		29.4%		0.0%		46.7%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				19.0%						・DT　*2

												使用しない シヨウ				32.0%		80.0%		47.6%		0.0%		0.0%		0.0%		6.7%		83.3%		100.0%		38.5%		-		-				24.8%						SS・DT・SBの利点				自分の腰の負担軽減 ジブンコシフタンケイゲン						80.0%		60.0%		81.0%		84.2%		88.2%		100.0%		80.0%		83.3%		100.0%		100.0%		-		85.4%

						ベッド上のおむつ ウエ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0.0%		0.0%		4.8%		47.4%		11.8%		46.7%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				13.9%						　*2				ケアの安全性が向上 アンゼンセイコウジョウ						16.0%		80.0%		23.8%		10.5%		23.5%		40.0%		13.3%		16.7%		100.0%		53.8%		-		26.3%

						交換でのSS コウカン						時々使用 トキドキシヨウ				4.0%		0.0%		4.8%		26.3%		52.9%		40.0%		20.0%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				19.0%										患者が楽そう カンジャラク						40.0%		20.0%		52.4%		26.3%		41.2%		26.7%		40.0%		33.3%		0.0%		38.5%		-		37.2%

						　*2						たまに使用 シヨウ				20.0%		0.0%		4.8%		10.5%		23.5%		6.7%		33.3%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				13.9%										作業人員を減らせる サギョウジンインヘ						52.0%		0.0%		66.7%		78.9%		23.5%		53.3%		60.0%		33.3%		100.0%		76.9%		-		55.5%

												使用しない シヨウ				76.0%		100.0%		85.7%		15.8%		11.8%		6.7%		46.7%		100.0%		100.0%		84.6%		-		-				53.3%						SSの欠点　*2				手間・時間がかかる テマジカン						56.0%		20.0%		38.1%		68.4%		94.1%		73.3%		40.0%		50.0%		0.0%		30.8%		-		55.5%

						ベッド⇔ストレッ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				56.0%		40.0%		52.4%		89.5%		17.6%		53.3%		33.3%		0.0%		0.0%		23.1%		-		-				46.0%										感染上の問題 カンセンジョウモンダイ						32.0%		20.0%		9.5%		5.3%		29.4%		20.0%		33.3%		16.7%		0.0%		0.0%		-		19.0%

						チャーなど、臥位 ガクライ						時々使用 トキドキシヨウ				24.0%		60.0%		23.8%		10.5%		58.8%		40.0%		33.3%		0.0%		0.0%		46.2%		-		-				31.4%						リフトの導入について				導入を希望 ドウニュウキボウ						40.0%		35.0%		42.9%		42.1%		29.4%		60.0%		56.3%		31.3%		42.9%		29.4%		50.0%		40.9%

						の患者の移乗で カンジャイジョウ						たまに使用 シヨウ				16.0%		0.0%		23.8%		0.0%		23.5%		6.7%		26.7%		100.0%		0.0%		7.7%		-		-				18.2%						腰痛予防の取り組み				意識がかわった イシキ						40.0%		5.0%		28.6%		73.7%		41.2%		80.0%		31.3%		18.8%		0.0%		41.2%		0.0%		35.9%

						のSS・DT　*2						使用しない シヨウ				4.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		6.7%		0.0%		100.0%		23.1%		-		-				4.4%						の効果・影響について				行動がかわった コウドウ						24.0%		0.0%		23.8%		42.1%		29.4%		60.0%		25.0%		12.5%		0.0%		23.5%		12.5%		24.3%

						ベッド⇔車いす クルマ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0.0%		0.0%		4.8%		0.0%		5.9%		13.3%		6.7%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				3.6%										あまり効果・影響ない コウカエイキョウ						28.0%		45.0%		33.3%		10.5%		29.4%		6.7%		25.0%		50.0%		28.6%		11.8%		37.5%		27.6%

						などへの移乗 イジョウ						時々使用 トキドキシヨウ				12.0%		0.0%		9.5%		0.0%		17.6%		26.7%		13.3%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				10.9%										効果・影響は不明 コウカエイキョウフメイ						24.0%		65.0%		19.0%		0.0%		5.9%		0.0%		31.3%		25.0%		71.4%		41.2%		50.0%		27.1%

						でのSB						たまに使用 シヨウ				16.0%		0.0%		14.3%		15.8%		11.8%		53.3%		20.0%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				17.5%						*1：前問で”いる”人に対する割合 マエトイヒトタイワリアイ												2011年の調査に参加し、病棟が同じ人のみ ネンチョウササンカビョウトウオナヒト

						　*2						使用しない シヨウ				72.0%		100.0%		71.4%		84.2%		64.7%		6.7%		60.0%		100.0%		100.0%		84.6%		-		-				67.9%						*2：SS・DT・SBを使っている人に対する割合 ツカヒトタイワリアイ												SS：スライディングシート　DT：ダントール　SB：スライディングボード　について

						他 ホカ						ほぼ毎回使用 マイカイシヨウ				0.0%		0.0%		0.0%		5.3%		5.9%		6.7%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				2.2%

						　*2						時々使用 トキドキシヨウ				0.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		15.4%		-		-				2.2%

												たまに使用 シヨウ				0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.0%

												使用しない シヨウ				8.0%		20.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		100.0%		0.0%		-		-				3.6%

						SS・DT・SB				自分の腰の負担軽減 ジブンコシフタンケイゲン						80.0%		60.0%		81.0%		84.2%		88.2%		100.0%		80.0%		83.3%		100.0%		100.0%		-		-				85.4%

						の利点 リテン				ケアにゆとりができる						20.0%		0.0%		14.3%		5.3%		0.0%		26.7%		6.7%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				10.9%

						　*2				ケアの安全性が向上 アンゼンセイコウジョウ						16.0%		80.0%		23.8%		10.5%		23.5%		40.0%		13.3%		16.7%		100.0%		53.8%		-		-				26.3%

										患者が楽そう カンジャラク						40.0%		20.0%		52.4%		26.3%		41.2%		26.7%		40.0%		33.3%		0.0%		38.5%		-		-				37.2%

										患者の身体機能維持 カンジャシンタイキノウイジ						12.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		13.3%		0.0%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				4.4%

										作業人員を減らせる サギョウジンインヘ						52.0%		0.0%		66.7%		78.9%		23.5%		53.3%		60.0%		33.3%		100.0%		76.9%		-		-				55.5%

										作業時間短縮 サギョウジカンタンシュク						28.0%		0.0%		38.1%		10.5%		0.0%		13.3%		20.0%		33.3%		0.0%		46.2%		-		-				21.9%

										その他 ホカ						0.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		6.7%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				2.2%

						SSの欠点 ケッテン				手間・時間がかかる テマジカン						56.0%		20.0%		38.1%		68.4%		94.1%		73.3%		40.0%		50.0%		0.0%		30.8%		-		-				55.5%

						　*2				使い方が難しい ツカカタムズカ						0.0%		0.0%		9.5%		0.0%		5.9%		0.0%		33.3%		16.7%		0.0%		7.7%		-		-				7.3%

										音がうるさい オト						36.0%		0.0%		33.3%		42.1%		41.2%		60.0%		33.3%		50.0%		0.0%		0.0%		-		-				35.0%

										前屈・中腰作業増えた ゼンクツチュウゴシサギョウフ						12.0%		0.0%		0.0%		0.0%		11.8%		6.7%		6.7%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				5.8%

										患者の同意得られず カンジャドウイエ						4.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		6.7%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				2.2%

										患者に危険の恐れ カンジャキケンオソ						12.0%		0.0%		23.8%		10.5%		11.8%		20.0%		13.3%		33.3%		0.0%		23.1%		-		-				16.1%

										感染上の問題 カンセンジョウモンダイ						32.0%		20.0%		9.5%		5.3%		29.4%		20.0%		33.3%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				19.0%

										その他 ホカ						0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.0%

												人手がいる ヒトデ				0.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				1.5%

												腰に負担 コシフタン				0.0%		0.0%		0.0%		5.3%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.7%

												使いづらい ツカ				0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		6.7%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.7%

												引く時に服が乱れる ヒトキフクミダ				4.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.7%

						DTの欠点 ケッテン				手間・時間がかかる テマジカン						12.0%		0.0%		19.0%		21.1%		11.8%		26.7%		0.0%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				13.1%

						　*2				使い方が難しい ツカカタムズカ						4.0%		0.0%		4.8%		0.0%		5.9%		6.7%		6.7%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				4.4%

										音がうるさい オト						0.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.7%

										前屈・中腰作業増えた ゼンクツチュウゴシサギョウフ						0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.0%

										患者の同意得られず カンジャドウイエ						4.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				1.5%

										患者に危険の恐れ カンジャキケンオソ						0.0%		0.0%		19.0%		5.3%		0.0%		0.0%		6.7%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				5.1%

										感染上の問題 カンセンジョウモンダイ						12.0%		0.0%		4.8%		10.5%		11.8%		6.7%		0.0%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				7.3%

										その他 ホカ						0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.0%

												人手がいる ヒトデ				0.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.7%

						*1：前問で”いる”場合のみ マエトイバアイ

						*2：SS・DT・SBを使っている場合のみ ツカバアイ

						病棟 ビョウトウ										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・		紹介外来・		透析室		内視鏡				全体

																																中材		救急センタ

						人数 ニンズウ										25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		0				181

						SBの欠点 ケッテン				手間・時間がかかる テマジカン						32.0%		0.0%		33.3%		26.3%		64.7%		46.7%		26.7%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				31.4%

						　*2				使い方が難しい ツカカタムズカ						16.0%		0.0%		9.5%		15.8%		5.9%		13.3%		6.7%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				10.2%

										音がうるさい オト						0.0%		0.0%		9.5%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				1.5%

										前屈・中腰作業増えた ゼンクツチュウゴシサギョウフ						0.0%		0.0%		4.8%		0.0%		5.9%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				1.5%

										患者の同意得られず カンジャドウイエ						4.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				1.5%

										患者に危険の恐れ カンジャキケンオソ						12.0%		0.0%		19.0%		21.1%		11.8%		0.0%		6.7%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				10.2%

										感染上の問題 カンセンジョウモンダイ						16.0%		0.0%		9.5%		10.5%		17.6%		6.7%		6.7%		16.7%		0.0%		0.0%		-		-				10.2%

										その他 ホカ						0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.0%

												人手がいる ヒトデ				0.0%		0.0%		4.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.7%

												使いづらい ツカ				0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		6.7%		0.0%		0.0%		0.0%		-		-				0.7%

						今後も継続使用 コンゴケイゾクシヨウ						SS				80.0%		100.0%		95.2%		94.7%		70.6%		100.0%		80.0%		50.0%		100.0%		84.6%		-		-				85.4%

						を希望するもの キボウ						DT				24.0%		0.0%		19.0%		36.8%		11.8%		40.0%		13.3%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				20.4%

						（複数回答可）　*2 フクスウカイトウカ						SB				40.0%		0.0%		38.1%		63.2%		41.2%		80.0%		60.0%		0.0%		0.0%		7.7%		-		-				43.1%

						SS・DT・SB				所属病棟にない ショゾクビョウトウ						-		100.0%		-		-		-		-		0.0%		80.0%		100.0%		100.0%		100.0%		-				85.7%

						を使用しない シヨウ				時間がない ジカン						-		0.0%		-		-		-		-		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-				0.0%

						理由 リユウ				使い方がわからない ツカカタ						-		0.0%		-		-		-		-		0.0%		60.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-				21.4%

						　*3				場所が狭くて使えず バショセマツカ						-		0.0%		-		-		-		-		0.0%		20.0%		0.0%		0.0%		100.0%		-				14.3%

										患者の同意得られず カンジャドウイエ						-		0.0%		-		-		-		-		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-				0.0%

										職場の雰囲気 ショクバフンイキ						-		20.0%		-		-		-		-		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-				7.1%

										その他 ホカ				*4		-		0.0%		-		-		-		-		100.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-				7.1%

						リフトの導入 ドウニュウ				導入を希望 ドウニュウキボウ						40.0%		35.0%		42.9%		42.1%		29.4%		60.0%		56.3%		31.3%		42.9%		29.4%		50.0%		-				40.9%

						について				導入不要 ドウニュウフヨウ						0.0%		0.0%		9.5%		0.0%		5.9%		0.0%		6.3%		12.5%		0.0%		5.9%		12.5%		-				4.4%

										必要かわからない ヒツヨウ						60.0%		65.0%		47.6%		57.9%		64.7%		40.0%		37.5%		50.0%		57.1%		64.7%		37.5%		-				54.1%

						腰痛予防の ヨウツウヨボウ				意識がかわった イシキ						40.0%		5.0%		28.6%		73.7%		41.2%		80.0%		31.3%		18.8%		0.0%		41.2%		0.0%		-				35.9%

						取り組みの トク				行動がかわった コウドウ						24.0%		0.0%		23.8%		42.1%		29.4%		60.0%		25.0%		12.5%		0.0%		23.5%		12.5%		-				24.3%

						効果・影響 コウカエイキョウ				あまり効果・影響ない コウカエイキョウ						28.0%		45.0%		33.3%		10.5%		29.4%		6.7%		25.0%		50.0%		28.6%		11.8%		37.5%		-				27.6%

						について				効果・影響は不明 コウカエイキョウフメイ						24.0%		65.0%		19.0%		0.0%		5.9%		0.0%		31.3%		25.0%		71.4%		41.2%		50.0%		-				27.1%

										その他 ホカ				*5		4.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		6.7%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		-				1.1%

						*2：SS・DT・SBを使っている場合のみ ツカバアイ																																										*2：SS・DT・SBを使っている場合のみ ツカバアイ

						*3：SS・DT・SBを使える患者がいるが使っていない場合のみ ツカカンジャツカバアイ																																										*3：SS・DT・SBを使える患者がいるが使っていない場合のみ ツカカンジャツカバアイ

						*4：夜間薄暗くて使うのが面倒だった ヤカンウスグラツカメンドウ																																										*4：夜間薄暗くて使うのが面倒だった ヤカンウスグラツカメンドウ

						*5：意識は変わったが使用不十分のため効果は今ひとつ																																										*5：意識は変わったが使用不十分のため効果は今ひとつ

								ICUの事も考えて対策を上げてほしい。ICUのコード・ルート類、ドレーン類など入れてます。																																										ICUの事も考えて対策を上げてほしい。ICUのコード・ルート類、ドレーン類など入れてます。





SPSS出力

		

				GET

				FILE='D:\011_千鳥橋看護師調査\看護師調査_120925.sav'.

				DATASET NAME データセット1 WINDOW=FRONT.

				USE ALL.

				COMPUTE filter_$=(所属移動 = 2).

				VARIABLE LABELS filter_$ '所属移動 = 2 (FILTER)'.

				VALUE LABELS filter_$ 0 'Not Selected' 1 'Selected'.

				FORMATS filter_$ (f1.0).

				FILTER BY filter_$.

				EXECUTE.

				FREQUENCIES VARIABLES=所属

				/ORDER=ANALYSIS.

				度数分布表

				記録

				出力の作成日付				25-SEP-2012 11:24:22

				コメント

				入力		データ		D:\011_千鳥橋看護師調査\看護師調査_120925.sav

						アクティブ データセット		データセット1

						フィルタ		所属移動 = 2 (FILTER)

						重み付け		<なし>

						分割ファイル		<なし>

						作業データファイル内の行数		181

				欠損値処理		欠損値の定義		ユーザー欠損値は欠損として処理されます。

						使用されたケース		統計量は、有効なデータのすべてのケースに基づいています。

				シンタックス				FREQUENCIES VARIABLES=所属
  /ORDER=ANALYSIS.

				リソース		プロセッサ時間		00:00:00.02

						経過時間		00:00:00.02

				[データセット1] D:\011_千鳥橋看護師調査\看護師調査_120925.sav

				統計量

				所属

				度数		有効		181

						欠損値		0

				所属

								度数		パーセント		有効パーセント		累積パーセント

				有効		３A		25		13.8		13.8		13.8

						３B		20		11.0		11.0		24.9

						４A		21		11.6		11.6		36.5

						４B		19		10.5		10.5		47.0

						５A		17		9.4		9.4		56.4

						５B		15		8.3		8.3		64.6

						６A		16		8.8		8.8		73.5

						ICU		16		8.8		8.8		82.3

						手術・中材		7		3.9		3.9		86.2

						紹介外来・救急センター		17		9.4		9.4		95.6

						透析室		8		4.4		4.4		100.0

						合計		181		100.0		100.0

				CROSSTABS

				/TABLES=スラ患者 スラ使用 スラ体位 スラおむつ スラ臥位 スラ移乗 スラ他 スラ器具 スラ利a スラ利b スラ利ｃ スラ利ｄ スラ利e スラ利f スラ利g スラ利h スラ利他 手間S 手間D 手間B 使い方S 使い方D 使い方B 音S 音D

				音B 前屈S 前屈D 前屈B 同意S 同意D 同意B 危険S 危険D 危険B 感染S 感染D 感染B 欠点他S 欠点他D 欠点他B 希望S 希望D 希望B 不使用a 不使用b 不使用c 不使用d 不使用e 不使用f 不使用g 不使用他 リフト導入

				腰痛効果a 腰痛効果b 腰痛効果c 腰痛効果d 腰痛効果e 腰痛効果他 BY 所属

				/FORMAT=AVALUE TABLES

				/CELLS=COUNT

				/COUNT ROUND CELL.

				クロス集計表

				記録

				出力の作成日付				25-SEP-2012 11:25:19

				コメント

				入力		データ		D:\011_千鳥橋看護師調査\看護師調査_120925.sav

						アクティブ データセット		データセット1

						フィルタ		所属移動 = 2 (FILTER)

						重み付け		<なし>

						分割ファイル		<なし>

						作業データファイル内の行数		181

				欠損値の取り扱い		欠損の定義		ユーザー欠損値は欠損として扱われます。

						使用されたケース		各表の統計量は、各表中の全変数に対する指定範囲に有効データを持つすべてのケースに基づいています。

				シンタックス				CROSSTABS
  /TABLES=スラ患者 スラ使用 スラ体位 スラおむつ スラ臥位 スラ移乗 スラ他 スラ器具 スラ利a スラ利b スラ利ｃ スラ利ｄ スラ利e スラ利f スラ利g スラ利h スラ利他 手間S 手間D 手間B 使い方S 使い方D 使い方B 音S 音D
    音B 前屈S 前屈D 前屈B 同意S 同意D 同意B 危険S 危険D 危険B 感染S 感染D 感染B 欠点他S 欠点他D 欠点他B 希望S 希望D 希望B 不使用a 不使用b 不使用c 不使用d 不使用e 不使用f 不使用g

				リソース		プロセッサ時間		00:00:00.17

						経過時間		00:00:00.25

						要求された次元		2

						使用可能なセル		174762

				[データセット1] D:\011_千鳥橋看護師調査\看護師調査_120925.sav

				処理したケースの要約

						ケース

						有効数				欠損				合計

						N		パーセント		N		パーセント		N		パーセント

				スラ患者 * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ使用 * 所属		151		83.4%		30		16.6%		181		100.0%

				スラ体位 * 所属		137		75.7%		44		24.3%		181		100.0%

				スラおむつ * 所属		137		75.7%		44		24.3%		181		100.0%

				スラ臥位 * 所属		137		75.7%		44		24.3%		181		100.0%

				スラ移乗 * 所属		137		75.7%		44		24.3%		181		100.0%

				スラ他 * 所属		11		6.1%		170		93.9%		181		100.0%

				スラ器具 * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利a * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利b * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利ｃ * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利ｄ * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利e * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利f * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利g * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利h * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ利他 * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				手間S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				手間D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				手間B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				使い方S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				使い方D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				使い方B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				音S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				音D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				音B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				前屈S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				前屈D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				前屈B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				同意S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				同意D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				同意B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				危険S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				危険D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				危険B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				感染S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				感染D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				感染B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				欠点他S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				欠点他D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				欠点他B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				希望S * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				希望D * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				希望B * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				不使用a * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				不使用b * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				不使用c * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				不使用d * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				不使用e * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				不使用f * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				不使用g * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				不使用他 * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				リフト導入 * 所属		180		99.4%		1		.6%		181		100.0%

				腰痛効果a * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				腰痛効果b * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				腰痛効果c * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				腰痛効果d * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				腰痛効果e * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				腰痛効果他 * 所属		181		100.0%		0		0.0%		181		100.0%

				スラ患者 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ患者		いる		25		10		21		19		17		15		16		11		2		14		1		151

						いない		0		10		0		0		0		0		0		5		5		3		7		30

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ使用 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ使用		ある		25		5		21		19		17		15		15		6		1		13		0		137

						ない		0		5		0		0		0		0		1		5		1		1		1		14

				合計				25		10		21		19		17		15		16		11		2		14		1		151

				スラ体位 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		0

				スラ体位		全くない		8		4		10		0		0		0		1		5		1		5				34				ほぼ毎回		0		0		1		11		2		7		1		0		0		1		0

						たまに		7		0		5		1		5		0		7		1		0		0				26				時々		10		1		5		7		10		8		6		0		0		7		0

						時々		10		1		5		7		10		8		6		0		0		7				54				たまに		7		0		5		1		5		0		7		1		0		0		0

						ほぼ毎回		0		0		1		11		2		7		1		0		0		1				23				全くない		8		4		10		0		0		0		1		5		1		5		0

				合計				25		5		21		19		17		15		15		6		1		13				137

				スラおむつ と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		0

				スラおむつ		全くない		19		5		18		3		2		1		7		6		1		11				73				ほぼ毎回		0		0		1		9		2		7		0		0		0		0		0

						たまに		5		0		1		2		4		1		5		0		0		1				19				時々		1		0		1		5		9		6		3		0		0		1		0

						時々		1		0		1		5		9		6		3		0		0		1				26				たまに		5		0		1		2		4		1		5		0		0		1		0

						ほぼ毎回		0		0		1		9		2		7		0		0		0		0				19				全くない		19		5		18		3		2		1		7		6		1		11		0

				合計				25		5		21		19		17		15		15		6		1		13				137

				スラ臥位 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		0

				スラ臥位		全くない		1		0		0		0		0		0		1		0		1		3				6				ほぼ毎回		14		2		11		17		3		8		5		0		0		3		0

						たまに		4		0		5		0		4		1		4		6		0		1				25				時々		6		3		5		2		10		6		5		0		0		6		0

						時々		6		3		5		2		10		6		5		0		0		6				43				たまに		4		0		5		0		4		1		4		6		0		1		0

						ほぼ毎回		14		2		11		17		3		8		5		0		0		3				63				全くない		1		0		0		0		0		0		1		0		1		3		0

				合計				25		5		21		19		17		15		15		6		1		13				137

				スラ移乗 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター										３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		0

				スラ移乗		全くない		18		5		15		16		11		1		9		6		1		11				93				ほぼ毎回		0		0		1		0		1		2		1		0		0		0		0

						たまに		4		0		3		3		2		8		3		0		0		1				24				時々		3		0		2		0		3		4		2		0		0		1		0

						時々		3		0		2		0		3		4		2		0		0		1				15				たまに		4		0		3		3		2		8		3		0		0		1		0

						ほぼ毎回		0		0		1		0		1		2		1		0		0		0				5				全くない		18		5		15		16		11		1		9		6		1		11		0

				合計				25		5		21		19		17		15		15		6		1		13				137

				スラ他 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B						手術・中材		紹介外来・救急センター										３A		３B		４A		４B		５A		５B		0		0		手術・中材		紹介外来・救急センター		0

				スラ他		全くない		2		1		1		0		0		0						1		0				5				ほぼ毎回		0		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0

																																		時々		0		0		1		0		0		0		0		0		0		2		0

						時々		0		0		1		0		0		0						0		2				3				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

						ほぼ毎回		0		0		0		1		1		1						0		0				3				全くない		2		1		1		0		0		0		0		0		1		0		0

				合計				2		1		2		1		1		1						1		2				11

				スラ器具 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ器具		-1		25		20		21		18		17		14		16		16		7		16		8		178

						救急外来		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1

						跳ね上げ		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		1

						入浴介助		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		1

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ利a と 所属 のクロス表

				度数																																0		３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

								所属																						合計				スラ利a		利点		20		3		17		16		15		15		12		5		1		13		0

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室						スラ利b		利点		5		0		3		1		0		4		1		0		0		1		0

				スラ利a		0		5		17		4		3		2		0		4		11		6		4		8		64				スラ利ｃ		利点		4		4		5		2		4		6		2		1		1		7		0

						利点		20		3		17		16		15		15		12		5		1		13		0		117				スラ利ｄ		利点		10		1		11		5		7		4		6		2		0		5		0

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181				スラ利e		利点		3		0		0		0		0		2		0		0		0		1		0

																																		スラ利f		利点		13		0		14		15		4		8		9		2		1		10		0

				スラ利b と 所属 のクロス表																														スラ利g		利点		7		0		8		2		0		2		3		2		0		6		0

				度数																														スラ利h		利点		0		0		1		0		0		0		1		1		0		0		0

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ利b		0		20		20		18		18		17		11		15		16		7		16		8		166

						利点		5		0		3		1		0		4		1		0		0		1		0		15

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ利ｃ と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ利ｃ		0		21		16		16		17		13		9		14		15		6		10		8		145

						利点		4		4		5		2		4		6		2		1		1		7		0		36

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ利ｄ と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ利ｄ		0		15		19		10		14		10		11		10		14		7		12		8		130

						利点		10		1		11		5		7		4		6		2		0		5		0		51

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ利e と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ利e		0		22		20		21		19		17		13		16		16		7		16		8		175

						利点		3		0		0		0		0		2		0		0		0		1		0		6

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ利f と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ利f		0		12		20		7		4		13		7		7		14		6		7		8		105

						利点		13		0		14		15		4		8		9		2		1		10		0		76

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ利g と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ利g		0		18		20		13		17		17		13		13		14		7		11		8		151

						利点		7		0		8		2		0		2		3		2		0		6		0		30

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ利h と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ利h		0		25		20		20		19		17		15		15		15		7		17		8		178

						利点		0		0		1		0		0		0		1		1		0		0		0		3

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				スラ利他 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				スラ利他		-1		25		20		20		19		17		15		15		15		7		17		8		178

						メリット		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		1

						使いにく		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		1

						特にあり		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				手間S と 所属 のクロス表

				度数																																0		３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

								所属																						合計				手間S		欠点		14		1		8		13		16		11		6		3		0		4		0

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室						使い方S		欠点		0		0		2		0		1		0		5		1		0		1		0

				手間S		0		11		19		13		6		1		4		10		13		7		13		8		105				音S		欠点		9		0		7		8		7		9		5		3		0		0		0

						欠点		14		1		8		13		16		11		6		3		0		4		0		76				前屈S		欠点		3		0		0		0		2		1		1		0		0		1		0

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181				同意S		欠点		1		0		1		0		0		1		0		0		0		0		0

																																		危険S		欠点		3		0		5		2		2		3		2		2		0		3		0

				手間D と 所属 のクロス表																														感染S		欠点		8		1		2		1		5		3		5		1		0		0		0

				度数

								所属																						合計				手間D		欠点		3		0		4		4		2		4		0		1		0		0		0

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室						使い方D		欠点		1		0		1		0		1		1		1		1		0		0		0

				手間D		0		22		20		17		15		15		11		16		15		7		17		8		163				音D		欠点		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0

						欠点		3		0		4		4		2		4		0		1		0		0		0		18				前屈D		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181				同意D		欠点		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0

																																		危険D		欠点		0		0		4		1		0		0		1		1		0		0		0

				手間B と 所属 のクロス表																														感染D		欠点		3		0		1		2		2		1		0		1		0		0		0

				度数

								所属																						合計				手間B		欠点		8		0		7		5		11		7		4		1		0		0		0

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室						使い方B		欠点		4		0		2		3		1		2		1		1		0		0		0

				手間B		0		17		20		14		14		6		8		12		15		7		17		8		138				音B		欠点		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0

						欠点		8		0		7		5		11		7		4		1		0		0		0		43				前屈B		欠点		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181				同意B		欠点		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0

																																		危険B		欠点		3		0		4		4		2		0		1		0		0		0		0

				使い方S と 所属 のクロス表																														感染B		欠点		4		0		2		2		3		1		1		1		0		0		0

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				使い方S		0		25		20		19		19		16		15		11		15		7		16		8		171

						欠点		0		0		2		0		1		0		5		1		0		1		0		10

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				使い方D と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				使い方D		0		24		20		20		19		16		14		15		15		7		17		8		175

						欠点		1		0		1		0		1		1		1		1		0		0		0		6

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				使い方B と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				使い方B		0		21		20		19		16		16		13		15		15		7		17		8		167

						欠点		4		0		2		3		1		2		1		1		0		0		0		14

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				音S と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				音S		0		16		20		14		11		10		6		11		13		7		17		8		133

						欠点		9		0		7		8		7		9		5		3		0		0		0		48

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				音D と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				音D		0		25		20		20		19		17		15		16		16		7		17		8		180

						欠点		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				音B と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				音B		0		25		20		19		19		17		15		16		16		7		17		8		179

						欠点		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		2

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				前屈S と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				前屈S		0		22		20		21		19		15		14		15		16		7		16		8		173

						欠点		3		0		0		0		2		1		1		0		0		1		0		8

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				前屈D と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				前屈D		0		25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				前屈B と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				前屈B		0		25		20		20		19		16		15		16		16		7		17		8		179

						欠点		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		2

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				同意S と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				同意S		0		24		20		20		19		17		14		16		16		7		17		8		178

						欠点		1		0		1		0		0		1		0		0		0		0		0		3

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				同意D と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				同意D		0		24		20		20		19		17		15		16		16		7		17		8		179

						欠点		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		2

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				同意B と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				同意B		0		24		20		20		19		17		15		16		16		7		17		8		179

						欠点		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		2

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				危険S と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				危険S		0		22		20		16		17		15		12		14		14		7		14		8		159

						欠点		3		0		5		2		2		3		2		2		0		3		0		22

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				危険D と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				危険D		0		25		20		17		18		17		15		15		15		7		17		8		174

						欠点		0		0		4		1		0		0		1		1		0		0		0		7

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				危険B と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				危険B		0		22		20		17		15		15		15		15		16		7		17		8		167

						欠点		3		0		4		4		2		0		1		0		0		0		0		14

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				感染S と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				感染S		0		17		19		19		18		12		12		11		15		7		17		8		155

						欠点		8		1		2		1		5		3		5		1		0		0		0		26

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				感染D と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				感染D		0		22		20		20		17		15		14		16		15		7		17		8		171

						欠点		3		0		1		2		2		1		0		1		0		0		0		10

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				感染B と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				感染B		0		21		20		19		17		14		14		15		15		7		17		8		167

						欠点		4		0		2		2		3		1		1		1		0		0		0		14

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				欠点他S と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計				*

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				欠点他S		-1		24		20		20		18		17		15		15		15		7		16		8		175

						シートを		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1				シートを引っ張る際、衣服が乱れ、再度きれいにしないといけない時もある。

						バスタオ		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		1				バスタオルに比べて使いづらい

						腰に負担		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		1				腰に負担がかかる時間は不使用時より長い

						作業に必		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		1				作業に必要な人数が増える

						使用して		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1				使用してないのでわかりません。

						人手がい		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1				人手がいる

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				欠点他D と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				欠点他D		-1		25		20		20		19		17		15		16		16		7		15		8		178

						使用した		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1				使用したことがない

						使用して		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1				使用してないのでわかりません

						人手がい		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1				人手がいる

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				欠点他B と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				欠点他B		-1		25		20		19		19		17		15		15		16		7		15		8		176

						４Aには		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1				４Aにはありません。

						使いづら		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		1				使いづらい

						使用した		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1				使用したことがない

						使用して		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1				使用してないのでわかりません

						人手がい		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1				人手がいる

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				希望S と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				希望S		不要		5		15		1		1		5		0		4		13		6		6		8		64

						希望		20		5		20		18		12		15		12		3		1		11		0		117

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				希望D と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				希望D		不要		19		20		17		12		15		9		14		16		7		16		8		153

						希望		6		0		4		7		2		6		2		0		0		1		0		28

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				希望B と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				希望B		不要		15		20		13		7		10		3		7		16		7		16		8		122

						希望		10		0		8		12		7		12		9		0		0		1		0		59

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				不使用a と 所属 のクロス表

				度数																																0		３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

								所属																						合計				不使用a		該当		0		5		0		0		0		0		0		4		1		1		1

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室						不使用b		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				不使用a		0		25		15		21		19		17		15		16		12		6		16		7		169				不使用c		該当		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0

						該当		0		5		0		0		0		0		0		4		1		1		1		12				不使用d		該当		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181				不使用e		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

																																		不使用f		該当		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0

				不使用b と 所属 のクロス表																														不使用g		該当		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				不使用b		0		25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				不使用c と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				不使用c		0		25		20		21		19		17		15		16		13		7		17		8		178

						該当		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		3

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				不使用d と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				不使用d		0		25		20		21		19		17		15		16		15		7		17		7		179

						該当		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		2

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				不使用e と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				不使用e		0		25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				不使用f と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				不使用f		0		25		19		21		19		17		15		16		16		7		17		8		180

						該当		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				不使用g と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				不使用g		0		25		20		21		19		17		15		15		16		7		17		8		180

						該当		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		1

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				不使用他 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				不使用他		-1		25		20		21		19		17		15		15		16		7		17		8		180

						夜間薄暗		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		1

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				リフト導入 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				リフト導入		導入希望		10		7		9		8		5		9		9		5		3		5		4		74

						導入不要		0		0		2		0		1		0		1		2		0		1		1		8

						不明		15		13		10		11		11		6		6		8		4		11		3		98

				合計				25		20		21		19		17		15		16		15		7		17		8		180

				腰痛効果a と 所属 のクロス表

				度数																																0		３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

								所属																						合計				腰痛効果a		該当		10		1		6		14		7		12		5		3		0		7		0

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室						腰痛効果b		該当		6		0		5		8		5		9		4		2		0		4		1

				腰痛効果a		0		15		19		15		5		10		3		11		13		7		10		8		116				腰痛効果c		該当		7		9		7		2		5		1		4		8		2		2		3

						該当		10		1		6		14		7		12		5		3		0		7		0		65				腰痛効果d		該当		6		13		4		0		1		0		5		4		5		7		4

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181				腰痛効果e		該当		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0

				腰痛効果b と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				腰痛効果b		0		19		20		16		11		12		6		12		14		7		13		7		137

						該当		6		0		5		8		5		9		4		2		0		4		1		44

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				腰痛効果c と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				腰痛効果c		0		18		11		14		17		12		14		12		8		5		15		5		131

						該当		7		9		7		2		5		1		4		8		2		2		3		50

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				腰痛効果d と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				腰痛効果d		0		19		7		17		19		16		15		11		12		2		10		4		132

						該当		6		13		4		0		1		0		5		4		5		7		4		49

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				腰痛効果e と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				腰痛効果e		0		24		20		21		19		17		14		16		16		7		17		8		179

						該当		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		2

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181

				腰痛効果他 と 所属 のクロス表

				度数

								所属																						合計

								３A		３B		４A		４B		５A		５B		６A		ICU		手術・中材		紹介外来・救急センター		透析室

				腰痛効果他		-1		25		20		21		19		17		14		16		15		7		17		8		179

						ICUの事も考え		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		1

						意識は変わったが使用		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		1

				合計				25		20		21		19		17		15		16		16		7		17		8		181
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休業人日

		過去1年以内の腰痛による休業日数（病棟看護師） カコ ネン イナイ ヨウツウ キュウギョウ ニッスウ ビョウトウ カンゴシ								協立と東中央 キョウリツ ヒガシ チュウオウ

		（休業日数を記載した回答について） キュウギョウ ニッスウ キサイ カイトウ





				病棟の看護師 ビョウトウ カンゴシ						病棟以外の看護師 ビョウトウ イガイ カンゴシ

				介入前 カイニュウ マエ		介入後1 カイニュウ ゴ		介入後2 カイニュウ ゴ		介入前 カイニュウ マエ		介入後1 カイニュウ ゴ		介入後2 カイニュウ ゴ

		全回答数 ゼン カイトウスウ		236		222		224		119		102		110

				Pre調査 チョウサ		Post調査1 チョウサ		Post調査2 チョウサ		介入前 カイニュウ マエ		介入後1 カイニュウ ゴ		介入後2 カイニュウ ゴ

		1~<5日 ニチ		11		3		6		3		3		5

		 5~<10日 ニチ		2		4				1

		10~<20日 ニチ						1		1		1		1

		20日~ ニチ												1

		30日~ ニチ		2

		40日~ ニチ

		60日~ ニチ								1

		90日~ ニチ		1

		回答者数 カイトウ シャ スウ		16		7		7		6		4		7

		平均値 ヘイキン チ		12.5		4.4		3.6		14.0		4.9		4.9

		人日数 ジン ニチ スウ		200.0		30.8		25.2		84.0		19.6		34.3













				介入前		介入後1		介入後2

		回答人数 カイトウ ニンズウ		16		7		7

		平均休業日数 キュウギョウ ニッスウ		12.5		4.4		3.6

		人日数		200.0		30.8		25.2



&D


Pre調査	1~	<	5日	 5~	<	10日	10~	<	20日	20日~	30日~	40日~	60日~	90日~	11	2	2	1	Post調査1	1~	<	5日	 5~	<	10日	10~	<	20日	20日~	30日~	40日~	60日~	90日~	3	4	Post調査2	1~	<	5日	 5~	<	10日	10~	<	20日	20日~	30日~	40日~	60日~	90日~	6	1	









腰痛訴え率と意識

		病棟看護師のうち、3回調査に参加し、異動がなかった回答者について ビョウトウ カンゴシ カイ チョウサ サンカ イドウ カイトウシャ

		（「介入前」＝2016年12月調査+2017年6月調査（新規職員）、「介入後1」＝2017年11月調査、「介入後2」=2018年11月調査） シンキ ショクイン

		基本属性 キホンゾクセイ

		協立病院 (n=84) キョウリツ ビョウイン

				介入前 カイニュウ マエ		介入後1 カイニュウ ゴ		介入後2 カイニュウ ゴ

		平均年齢（歳） ヘイキン ネンレイ サイ		37		38		39

		男性比率 ダンセイ ヒリツ		8.3%		8.3%		8.3%

		非正規職員比率 ヒ セイキ ショクイン ヒリツ		7.2%		7.2%		6.0%



		調査時点の腰痛 チョウサ ジテン ヨウツウ

				Pre調査 チョウサ		Post調査1 チョウサ		Post調査2 チョウサ

		あり		57.1%		51.2%		53.6%

		現在腰痛ありの回答者のうち、「時々休憩が必要なくらい痛い」＋「休憩を取るほどではないがかなり痛い」

				Pre調査 (n=48) チョウサ		Post調査1 (n=43) チョウサ		Post調査2 (n=45)

		強い腰痛あり ツヨ ヨウツウ		33.3%		20.9%		24.4%



















		過去1か月の腰痛 カコ ゲツ ヨウツウ

				介入前 カイニュウ マエ		介入後1 カイニュウ ゴ		介入後2 カイニュウ ゴ

		いつも		14.3%		13.1%		7.1%

		時々 トキドキ		57.1%		56.0%		65.5%



		腰痛予防の取り組みの効果・影響 ヨウツウ ヨボウ

				Post調査1 (n=82) チョウサ		Post調査2 (n=82) チョウサ

		意識がかわった イシキ		28.0%		37.8%

		行動がかわった コウドウ		31.7%		39.0%

		あまり効果・影響ない コウカ エイキョウ		24.4%		19.5%

		効果・影響は不明 コウカ エイキョウ フメイ		28.0%		22.0%

		取組みを知らない トリク シ		3.7%		6.1%







Post調査1 (n=82)	意識がかわった	行動がかわった	あまり効果・影響ない	効果・影響は不明	取組みを知らない	0.28048780487804881	0.31707317073170732	0.24390243902439024	0.28048780487804881	3.6585365853658534E-2	Post調査2 (n=82)	意識がかわった	行動がかわった	あまり効果・影響ない	効果・影響は不明	取組みを知らない	0.37804878048780488	0.3902439024390244	0.1951219512195122	0.21951219512195122	6.097560975609756E-2	







過去1か月の腰痛訴え率(協立、n=84)



いつも	介入前	介入後1	介入後2	0.14285714285714285	0.13095238095238096	7.1428571428571425E-2	時々	介入前	介入後1	介入後2	0.5714285714285714	0.55952380952380953	0.65476190476190477	







調査時点の腰痛訴え率 (n=84)



あり	Pre調査	Post調査1	Post調査2	0.5714285714285714	0.51190476190476186	0.5357142857142857	





強い腰痛あり	Pre調査 (n=48)	Post調査1 (n=43)	Post調査2 (n=45)	0.33333333333333331	0.20930232558139533	0.24444444444444446	







身体負担



				筋電位実効値 キン デンイ ジッコウチ

						右僧帽筋 ミギ ソウボウキン						左腰部筋群 ヒダリ ヨウブ キングン						右腰部筋群 ミギ ヨウブ キン グン

						Pre		Post				Pre		Post				Pre		Post

				中央値 (%RVC) チュウオウ チ		29.8%		27.2%				57.7%		34.6%				47.1%		55.0%

				95%ile値 (%RVC) チ		90.0%		73.9%				165.0%		128.7%				133.2%		140.5%

				99%ile値 (%RVC) チ		141.0%		117.5%				211.5%		171.1%				173.4%		170.9%

				>RVC時間率 ジカン リツ		3.5%		1.8%				23.7%		11.2%				15.9%		19.4%



				上体傾斜角 ジョウタイ ケイシャ カク

						Pre		Post



				中央値（度） チュウオウ チ ド		10.6		6.8

				95%ile値（度） チ ド		53.2		63.8

				>15度時間率 ド ジカン リツ		33.7%		29.6%

				>30度時間率　 ド ジカン リツ		13.6%		15.5%
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				年度（補助活用事業所数） ネンド		実施事業 ジッシジギョウ		実績額（単位:千円） ジッセキガク 		実施内容・成果 セイカ

				2014年（18事業所） ネン		機器導入補助（ハード面支援） キキ		8,819		リフト18台、高さ調節機能付き電動ベッド64台、スライディングボード５台、シャワーストレッチャー２台

						研修・普及（ソフト面支援） ケンシュウ		ー		ー

				2015年（15事業所） ネン		機器導入補助（ハード面支援） キキ		7,886		高さ調節機能付き電動ベッド66台、片肘なし車椅子９台、スライディングボード７台 、

						研修・普及（ソフト面支援） ケンシュウ		2,377		①総合的なマネジメント支援研修：5施設が受講　⇒　実践報告会の開催：129名参加、②管理者向け研修：176名受講、③リーダー向け研修：72名受講 ジッセｎ 

				2016年（34事業所） ネン		機器導入補助（ハード面支援） キキ		16,060		高さ調節機能付き電動ベッド165台、片肘なし車椅子117台、スライディングシート62枚、スライディングボード27個、グローブ220枚 、

						研修・普及（ソフト面支援） ケンシュウ		2,975		①総合的なマネジメント支援研修：７施設が受講　⇒　実践報告会の開催：200名参加、②管理者向け研修：75名受講、③リーダー向け研修：96名受講、④普及啓発用ポスターの作成・配布、⑤高知県としてのノーリフティングケアー宣言 ジッセン 

				2017年（44事業所） ネン		機器導入補助（ハード面支援） キキ		16,723		高さ調節機能付き電動ベッド148台、片肘なし車椅子120台、スライディングシート87枚、スライディングボード148個、グローブ284枚 、

						研修・普及（ソフト面支援） ケンシュウ		3,199		①管理者向け研修：169名受講、②リーダー向け研修：107名受講、③ノーリフティングケアガイドブックの作成と全施設への配布

				2018年（57事業所） ネン		機器導入補助（ハード面支援） キキ		23,335		高さ調節機能付き電動ベッド172台、片肘なし車椅子218台、スライディングシート62枚、スライディングボード73個、グローブ207枚、介護ロボット17台 、

						研修・普及（ソフト面支援） ケンシュウ		3,125		①基本セミナー：380名参加、②リーダー向け研修:38名受講、　③在宅事業所向け研修：24名受講、④小規模事業所向け研修：12名受講：、⑤ノーリフティングケアフォーラム：401名参加、⑥地域別研修：236名受講 サンカ  ジュコウ  ジュコウ  ジュコウ 

				2019年（83事業所） ネン		機器導入補助（ハード面支援） キキ		27,050		高さ調節機能付き電動ベッド254台、片肘なし車椅子129台、スライディングシート62枚、スライディンボード51個、グローブ18枚、介護ロボット16台 、

						研修・普及（ソフト面支援） ケンシュウ		4,870		①マイスター(総括マネージメントリーダー)養成研修：262名受講、②技術リーダー養成研修：363受講、　③リーディングマイスター(マイスターを養成する指導者)養成研修：27名受講、④リーディングリーダー(技術リーダを養成する指導者)養成研修：34名受講、⑤介護ロボット・ノーリフティングケアフォーラム（159名参加）、⑥地域セミナー：76名参加、⑦普及啓発用ポスター制作･配布 ヨウセイ  ギジュツリーダーヨウセイケンシュウ  ヨウセイスルシドウシャ  ヨウセイ  ジュコウ  ギジュツリーダ  ヨウセイ  カイゴロボット  サンカ  サンカ  フキュウケイハツヨウポスター  セイサク 

				2020年（111事業所） ネン ネン  ネン  ネン 		機器導入補助（ハード面支援） キキ		34,260		高さ調節機能付き電動ベッド209台、片肘なし車椅子56台、スライディングシート18枚、スライディングボード10個、グローブ30枚、介護ロボット143台 、

						研修・普及（ソフト面支援） ケンシュウ		4,419		①リモートマイスター研修：203名受講、②リモート技術リーダー養成研修：363受講、　③リーディングマイスター養成研修：6名受講、④リーディングリーダー養成研修：5名受講、⑤ノーリフティングケアフォーラム･ハイブリッド開催（447名参加）、⑥リモート地域セミナー：6名参加、⑦小規模事業所向け研修：33名受講、⑧ノーリフティング手引書作成･配布、⑨特設サイト｢地域まるごとノーリフティング」開設 ヨウセイ  ヨウセイ  ショウキボジギョウショムケ  ケンシュウ  テビキショ  サクセイ・ハイフ  トクセツ  カイセツ
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
上の表が腰痛離職になっています。離職者が平成24年からH26年まで1名ずつ発生していましたが、H27年以降は0名となっています。又下の表の腰痛による労災も同じようにH27年からは0名となっています。


RAES O @ess)

4%, 3% 124 154 134 2% 7%

|
J=UDT 107 PR >

(BA NRERSS] £0D)


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは新規採用職員の変化について平成20年からの表になります。平成24年～平成28年まで洋寿荘は0名で法人全体でも少数でしたが、平成29年からは洋寿荘、法人全体でも採用者が増加していることが分かります。徐々にノーリフティングケアが定着し、学生等にも受け入れられてきたのではないかと考えます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
平成29年、30年度の新規採用者の志望動機のアンケート結果になります。御覧のようにノーリフトケア、研修体制・スキルアップが多数を占めており、就職を決定するうえで重要な要素になることが分かります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
床走行式のリフト移動が手間であったり、狭いスペースでは難易度が高かったりすることは直接、トイレや浴室にリフトを設置することで解決したり
移乗ケア用の各種リフトも対象者の状態に合わせての選択肢も広がってきました
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
階段昇降できるキャリーカートを購入してコピー用紙の箱の抱え上げを解決したり
急性期病院のMRI検査用の台への移乗介助が、夜間救急診療時には当番技師が１人で対応しているため、看護師を呼ぶ手間をはぶき１人で抱えがげをすることを選択したり、看護師と２人介助でも小柄な技師は負担が大きかったり困っていると相談があり、リフトをリースにて導入し解決、
リハ専門職も麻痺が重度な方の歩行介助には技術も必要で、転倒させてしまいそうなリスクや妊娠中のスタッフや技術に課題のある新人は対応できない、ということを天井走行式リフトの設置で解決
したり
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、外来の受診件数に関しても減少がみられています。この表は平成29年と30年、令和元年の外来受診数を比較したもので、受診件数417件が291件、229件となり29年～30年で126件、そしてさらに62件と減少しています。みてみると整形外科、皮膚科の受診がとくに減少していますが、これも安全に移乗が行えるようになった効果と考えています。
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